
アップグレード後のタスク (手動プロセス)

この付録の手動アップグレード後のタスクは、10.0 (1)より前のリリースからアップグレード
する場合、またはアップグレード後のタスクを手動で実行する場合に使用できます。

リリースリリースが 10. x以降のアップグレードパスの場合は、アップグレード準備状況 COP
ファイルを実行し、解決要求を完了すると、これらのアップグレード後の作業が行われます。

COPファイルは、9.xからアップグレードするための機能が制限されており、9.xより前のリ
リースからアップグレードする場合にも機能しません。

（注）

•アップグレード後のタスクフロー（1ページ）

アップグレード後のタスクフロー
すべてのアップグレードおよび移行の方法について、このリストのタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタが混合モードの場合は、CTL
ファイルを手動で更新します。電話機

CTLファイルの更新（5ページ）ステップ 1

をリセットして、最新の更新を反映し

ます。

Unified Communications
Managerの移行では、これ
をスキップできます。

（注）

アップグレード前の作業中に追加した

シリアルポートを削除して、VMのパ
シリアルポートの削除（6ページ）ステップ 2

フォーマンスに影響を与えないように

します。
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目的コマンドまたはアクション

この手順は、すべてのノードに対して

実行します。

アップグレード前のタスクの一部とし

てCisco extensionmobilityを非アクティ
エクステンションモビリティの再起動

（6ページ）
ステップ 3

ブにした場合は、これを再起動するこ

とができます。

アップグレード後のCOPは、システム
の安定性を確認する一連のテストを実

アップグレード後の COPを実行しま
す。

ステップ 4

行します。これらのテストでは、不一

致を識別するために、アップグレード

前の設定とアップグレード後の設定を

比較します。このテーブルのすべての

手順を完了したら、アップグレード後

の COPファイルを再度実行し、COP
レポートを確認します。

COPファイルを使用して
アップグレードしようとす

ると、システムにインス

トールされているファイル

の数が表示されます。アッ

プグレードが完了すると、

COPファイルのリストは以
前のバージョンと一致しな

くなります。以前のファイ

ルが必要な場合は、COP
ファイルを手動でインス

トールする必要がありま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

CLIコマンド「show risdb
query cti」を実行すると、
ノードに登録されているデ

バイスの詳細が表示されま

す。このデバイスは、その

ノードで少なくとも1回登
録してエントリを作成する

必要があります。たとえ

ば、デバイスが subscribe 2
に登録され、登録解除され

て subscribe 1に移動した場
合、subscribe 2でこのコマ
ンドを実行すると、未登録

として表示されます。

（注）

アップグレードプロセス中に変更され

たTFTPパラメータをリセットします。
TFTPパラメータのリセット（8ペー
ジ）

ステップ 5

アップグレードプロセス中に上書きさ

れた可能性がある IM and Presence
エンタープライズパラメータの復元

（9ページ）
ステップ 6

Serviceノードで、エンタープライズパ
ラメータの設定を復元します。

トレースの早期消去を回避するため

に、この手順を使用して、高および下

基準値の上限および下限のリセット

（9ページ）
ステップ 7

限のウォーターマークを元の値に復元

します。

PCDの移行については、このタスクを
スキップできます。

アップグレードが完了したら、VMware
ツールを更新する必要があります。

VMwareツールの更新（10ページ）ステップ 8

この手順は、すべてのノードに対して

実行します。

アップグレード後、デフォルトでイン

ストールされている英語（米国）を除

ロケールのインストール（11ページ）ステップ 9

き、使用しているロケールを再インス

トールする必要があります。

この手順は、すべてのノードに対して

実行します。

アップグレードプロセスを開始する前

に、データベースレプリケーションの

データベースレプリケーションのタイ

ムアウトの復元（13ページ）
ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

タイムアウト値を増やした場合は、こ

の手順を使用します。

ノードでのみこのUnified
Communications Manager手順を実行し
ます。

アップグレードの完了後に、UnifiedCM
ノードのエンドポイントとリソースを

登録済みのデバイス数の確認（13ペー
ジ）

ステップ 11

確認するには、次の手順を使用しま

す。

この手順を使用して、アップグレード

が完了しIMandPresenceServiceた後に、
割り当て済みのユーザを確認する（14
ページ）

ステップ 12

ノードに割り当てられたユーザの数を

確認します。

アップグレード後に電話機の機能と機

能が正しく動作していることを確認し

ます。

機能のテスト（14ページ）ステップ 13

Cisco Unified Real Time Monitoring Tool
（RTMT）を使用する場合は、新しい

RTMTのアップグレード（15ページ）ステップ 14

ソフトウェアバージョンにアップグ

レードします。

オプション。この手順を使用して、電

話機の呼出音、コールバックトーン、

TFTPサーバファイルの管理（16ペー
ジ）

ステップ 15

およびバックグラウンドを TFTPサー
バにアップロードして、それらのノー

ドが使用可能になるようにします。

オプション。Unified CMノードの場合
のみ、カスタマイズされたログイン

カスタムログインメッセージのセット

アップ（18ページ）
ステップ 16

メッセージを含むテキストファイルを

アップロードします。

リリース 6.1 (5)からの PCD移行を完
了した場合は、新しいリリースに移行

IPsecポリシーの設定（19ページ）ステップ 17

されないため、IPSecポリシーを再作成
する必要があります。

アップグレード前にManager Assistant
を導入していて、クラスタ間ピアユー

新しいマネージャアシスタント権限の

割り当て（19ページ）
ステップ 18

ザまたはCUMAロールにユーザが割り
当てられている場合は、これらのロー

ルが現在のリリースに存在しないた
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目的コマンドまたはアクション

め、ロールにユーザを再割り当てする

必要があります。

この手順は、Cisco Unified Presenceリ
リース8.xから IM and Presence Service

IM and Presence Serviceのデータ移行の
検証（20ページ）

ステップ 19

リリースにアップグレードまたは移行

を実行した場合にのみ使用してくださ

い。

アップグレードプロセスの前にIM and
Presence Serviceサービスのハイアベイ

プレゼンス冗長グループに対するハイ

アベイラビリティの有効化（21ペー
ジ）

ステップ 20

ラビリティを無効にした場合は、次の

手順を使用して再度オンにします。

アップグレードプロセスを開始IM and
Presence Serviceする前に Sync Agent

IM and Presence Sync Agentの再起動
（21ページ）

ステップ 21

サービスを停止した場合は、ここで再

起動してください。

アップグレード後Unified
Communications Managerに AXL接続が

CERサービスの再起動（22ページ）ステップ 22

確立されるようにするには、CERサー
ビスを再起動します。

また、Unified CMパブリッシャノード
でAXL変更通知の切り替えを再起動す
る必要があります。

CTLファイルの更新
12.0より前のUnified CommunicationsMangerから 12.0以降のバージョンへのアップグレード中
に、クラスタごとに ITLRecovery証明書が生成されます。クラスタが混合モードの場合は、
CTLファイルを手動で更新します。電話機をリセットして、最新の更新を反映します。

リリース 12.5(1)SU3以降、CTLの更新は必要なくなりました。（注）

手順

ステップ 1 Unified Communications ManagerAdmionistration > System >エンタープライズパラメータ構
成で Unified Communications Managerのセキュリティモードを確認します。
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[Cluster Security Mode]フィールドを見つけます。フィールドの値が 1と表示されている場合、
混合モード用に Unified Communications Managerが構成されています。

ステップ 2 CTLファイルを手動で更新します。CTLファイルを更新する方法の詳細については、Cisco
Unified Communications Managerセキュリティガイドを参照してください。

ステップ 3 電話機をリセットして、更新を反映させます。

シリアルポートの削除

アップグレード前のタスクでは、アップグレードログをキャプチャするためのシリアルポート

を仮想マシンに追加しました。システムのアップグレードが正常に完了したら、シリアルポー

トを削除して、仮想マシンのパフォーマンスに影響が及ばないようにする必要があります。

手順

ステップ 1 仮想マシンの電源をオフにします。

ステップ 2 シリアルポートを削除するには、設定を編集します。設定の編集方法については、VMWareの
マニュアルを参照してください。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにして、アップグレード後のタスクを続行します。

エクステンションモビリティの再起動

リリース9.x以前からのアップグレードでは、アップグレードプロセスを開始する前に Cisco
extension mobilityを停止する必要があります。アップグレード前の作業の一環として Cisco
extensionmobilityを無効にした場合は、次の手順UnifiedCommunicationsManagerを使用してノー
ドのサービスを再起動します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]リストから、サービスを非アクティブ化するノードを選択し、[移動（Go）]
をクリックします。

ステップ 3 Cisco Extension Mobilityサービスを選択します。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
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アップグレード準備 COPファイルの実行（アップグレード後）
アップグレード後に、アップグレード後の COPファイルを実行します。これにより、次のこ
とが確認されます。

•インストールされた COPファイル

•ネットワークサービスと接続 (DNS、NTP、クラスタ内)

• FIPSモードのパスワード長の制限

•ライセンスの同期

• VMwareツールの互換性

•ディスク容量

• SIPおよび h.323トランクの登録

•データベース認証および複製のステータス

•データベースの健全性

•最後の DRSバックアップのステータス

•サービスステータス

•インストールされている COPsとロケール

•デバイス登録ステータス数

•エンタープライズパラメータおよびサービスパラメータの設定

• TFTP最大サービス数

•アクティブおよび非アクティブのバージョン

システムの健全性を確認するには、アップグレード後にアップグレード後のチェックのために

アップグレード準備の COPファイルを実行することを強くお勧めします。
（注）

手順

ステップ 1 アップグレード後のテストを実行するには、アップグレード準備状況の COPファイルをダウ
ンロードします。

a) ダウンロードサイトに移動します。
b) 宛先のリリースを選択し、[ユUnified Communications Managerユーティリティ（Unified

Communications Manager Utilities）]を選択します。
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c) アップグレード準備状況のCOPファイルをダウンロードして、アップグレード前のテスト
を実行します (例: ciscocm postUpgradeCheck-00019 COP)。最新のファイルのファイル名と
バージョンが異なる場合があることに注意してください。)

ステップ 2 アップグレード後のシステムの健全性を確認します。

a) COPファイルを実行します。
b) COPファイルが返す問題を解決します。
c) COPファイルがエラーを返さないようにするには、これらの手順を繰り返します。

ステップ 3 アップグレード後に CLIからレポートを表示するには、file get install/PostUpgradeReport.txt
コマンドを実行します。

ステップ 4 RTMTからレポートを表示するには

a) RTMTをログインします。
b) [トレースとログセントラル（Trace and Log Central）]で、[リモート参照（Remote

Browse）]をダブルクリックして、[ファイルのトレース（Trace files）]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

c) すべてのサーバーのすべてのサービスを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

d) [終了（Finish）]、[閉じる（Close）]を順にクリックします。

e) ノードをダブルクリックして、[CUCMパブリッシャ（Publisher）]> [システム（System）]
>[インストールアップグレードログ（ Install upgrade Logs）]を展開します。

f) [インストール（Install）]をダブルクリックして、必要なファイルを選択してダウンロー
ドします。

次のタスク

これでアップグレードは完了です。新しいソフトウェアの使用を開始できます。

TFTPパラメータのリセット
アップグレードプロセス中に、TFTPサービスパラメータの最大サービス数が変更され、デバ
イス登録要求の数が増加します。アップグレードの完了後にパラメータをリセットするには、

次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理インターフェイスから、[システム（System）] > [サービスパラメータ
（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [Server（サーバ）]ドロップダウンリストから TFTPサービスを実行するノードを選択しま
す。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoTFTPサービス（CiscoTFTPservice）]
を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 最大サービス数を、アップグレード前に使用したものと同じ値、または設定に推奨される値に
設定します。

デフォルト値は 500です。同じサーバ上で他の Cisco CallManagerサービスを使用して TFTP
サービスを実行する場合はデフォルト値を使用することを推奨します。専用 TFTPサーバの場
合は、次の値を使用します。

•シングルプロセッサシステムの場合は1500

•デュアルプロセッサシステムの場合は3000

• 3500 (CPU構成が高い専用 TFTPサーバの場合)

エンタープライズパラメータの復元

一部のエンタープライズパラメータは、UnifiedCommunicationsManagerノードとIMandPresence
Serviceノードの両方に存在します。同じパラメータが存在する場合、ノードにUnified
CommunicationsManager設定されている設定は、アップグレードIMandPresence Service中にノー
ドで設定された設定を上書きします。ノードにIM and Presence Service固有のエンタープライズ
パラメータは、アップグレード中に保持されます。

アップグレードプロセス中に上書きされたIM and Presence Serviceノードの設定を再設定するに
は、次の手順を使用します。

始める前に

アップグレード前のタスクの一部として記録した設定にアクセスできることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presenceの管理インターフェイスから、[システム（System）] > [エン
タープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 現在の設定とアップグレード前に存在した設定を比較し、必要に応じてエンタープライズパラ
メータを更新します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [リセット(reset)]をクリックし、[OK]をクリックしてすべてのデバイスをリセットします。

基準値の上限および下限のリセット

トレースの早すぎるパージを避けるために、この手順を使用して、基準値の上限と下限を元の

値に戻す必要があります。
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手順

ステップ 1 Real Time Monitoring Tool (RTMT)インターフェイスで、左側のナビゲーションウィンドウで [
Alert Central ]をダブルクリックします。

ステップ 2 [ System ]タブで、[ LogPartitionLowWaterMarkExceeded ]を右クリックし、[ Set
Alert/Properties]を選択します。

ステップ 3 [Next]を選択します。

ステップ 4 スライダの値を80に調整します。

ステップ 5 [ System ]タブで、[ LogPartitionHighWaterMarkExceeded ]を右クリックし、[ Set
Alert/Properties]を選択します。

ステップ 6 [Next]を選択します。

ステップ 7 スライダの値を85に調整します。

VMwareツールの更新
VMwareツールは、管理およびパフォーマンスの最適化のための一連のユーティリティです。
システムでは、次の VMwareツールのいずれかを使用します。

•ネイティブ VMwareツール (VMwareによって提供されます)

•オープン VMwareツール (シスコが提供)

•リリース 11.5(x)よりも前のバージョンから Unified Communications Managerをアップグ
レードするには、ネイティブ VMwareツールのオプションを使用する必要があります。
アップグレード後に VMwareツールを開くように変更できます。

• Unified Communications Managerリリース 11.5(1)以降から（たとえば上位の SUに）アッ
プグレードする場合は、システムでネイティブVMwareとオープンVMwareツールのどち
らを使用するかを選択できます。

• Unified Communications Managerリリース 11.5(1)移行からの新規インストールおよび PCD
移行では、デフォルトでオープン VMwareツールがインストールされます。

手順

ステップ 1 コマンドを実行して、VMwareツールが現在実行されていることを確認します。vmtools status
を実行します。

ステップ 2 必要に応じて、次のいずれかのコマンドを実行して、目的のVMwareツールプラットフォーム
に切り替えます。 [ユーティリティ (tools)] [ vmの切り替え (switch native )]または[ユーティリ
ティ (vm)] [vmtools] [スイッチ

ステップ 3 ネイティブ VMwareツールを使用している場合は、次のいずれかの方法を実行します。

アップグレード後のタスク (手動プロセス)
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• ViClientを使用して自動ツールの更新を開始します。

ESXI 6.5 VMツールの更新の場合は、設定パラメータを更新する前にVMの電
源をオフにします。[Edit settings > options > Advanced > General > Configuration
parameters]を選択し、次のように追加します。
tools.hint.imageName=linux.iso

（注）

• VMの電源投入時に自動的にバージョンをチェックしてアップグレードするようにツール
を設定します。

これらのオプションの設定方法については、VMwareのドキュメントを参照してください。ま
た、のトピック「VMware Tools」を検索して詳細情報をhttps://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-software-requirements.html#vmtools確認
することもできます。

ロケールのインストール

ロケールをインストールするには、次の手順を実行します。アップグレード後、デフォルトで

インストールされている英語（米国）を除き、使用しているロケールを再インストールする必

要があります。Unified Communications Managerノードまたは IM and Presence Serviceノードの
メジャーおよびマイナーバージョン番号と一致する最新バージョンのロケールをインストール

してください。

Unified Communications ManagerまたはIM and Presence Serviceノードにロケールをインストール
できます。両方の製品用のロケールをインストールする場合、次の順番で、すべてのクラスタ

ノードでロケールをインストールします。

1. Unified Communications Managerパブリッシャノード

2. Unified Communications Managerサブスクライバノード

3. IM and Presenceデータベースパブリッシャノード

4. IM and Presenceサブスクライバノード

IM and Presence Serviceノードに特定のロケールをインストールする場合は、最初に Unified
Communications Managerクラスタに同じ国の Unified Communications Managerロケールファイ
ルをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco.comでリリース用のロケールインストーラを検索します。

• Cisco Unified Communications Managerについては、次の URLを参照してください。
https://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=268439621&i=rm
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• IMandPresenceServiceについては、次のURLを参照してください。https://software.cisco.com/
download/navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

ステップ 2 リリースのロケールのインストーラを、SFTPをサポートするサーバにダウンロードします。
次のファイルが必要です。

•ユーザロケールファイル：これらのファイルには、特定の言語と国の言語情報が含まれ
ています。次の表記法が使用されます。

• cm-locale-language-country-version.cop（Cisco Unified Communications
Manager）

• ps-locale-language_country-version.cop（IM and Presence Service）

•複合ネットワークロケールファイル：すべての国に対応した、さまざまなネットワーク
項目（電話機のトーン、Annunciator、およびゲートウェイトーンなど）の国固有のファイ
ルが格納されています。複合ネットワークロケールファイル名の表記は、次のとおりで

す。

• locale-combinednetworklocale-version (CiscoUnifiedCommunicationsManager)

ステップ 3 管理者アカウントを使用して、[Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]に
ログインします。

ステップ 4 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 5 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
次のフィールドに値を入力します。

• [ソース（Source）]で、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択しま
す。

• [ディレクトリ（Directory）]に、ロケールインストーラを保存したディレクトリへのパス
を入力します。

• [サーバ（Server）]フィールドに、リモートファイルシステムのサーバ名を入力します。
•リモートファイルシステムのクレデンシャルを入力します。
• [転送プロトコル（Transfer Protocol）]ドロップダウンリストから [SFTP]を選択します。
転送プロトコル用に SFTPを使用する必要があります。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 サーバ上でロケールをダウンロードしインストールします。

ステップ 8 サーバを再起動します。更新は、サーバの再起動後に有効になります。

ステップ 9 すべての Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceクラスタノードで、こ
の手順を所定の順序で繰り返します。
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新しいロケールが、すべてのクラスタノードにインストールされるまで、エンドユーザのユー

ザロケールをリセットしないでください。UnifiedCommunicationsManagerおよび IMandPresence
Service Serviceの両方のロケールをインストールする場合、ユーザロケールをリセットする前
に、両方の製品のロケールをインストールする必要があります。IMandPresenceServiceService
のロケールインストールが完了する前にエンドユーザが電話の言語をリセットした場合など、

何らかの問題が発生した場合は、セルフケアポータルで電話の言語を英語にリセットするよう

にユーザに指示します。ロケールのインストールが完了すると、ユーザは電話言語をリセット

するか、一括管理を使用してロケールを一括して適切な言語に同期させることができます。

（注）

データベースレプリケーションのタイムアウトの復元

この手順は Unified Communications Managerノードにのみ適用されます。

アップグレードプロセスを開始する前に、データベースレプリケーションのタイムアウト値

を大きくしていた場合には、この手順を使用します。

デフォルトのデータベースレプリケーションのタイムアウト値は 300（5分）。クラスタ全体
のアップグレードが完了し、Unified Communications Managerサブスクライバノードでレプリ
ケーションが正しくセットアップされたら、タイムアウトをデフォルト値に戻します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して CLIセッションを開始します。

•リモートシステムの場合は、SSHを使用して Cisco Unifiedオペレーティングシステムに
セキュアに接続します。SSHクライアントで、ssh adminname @ hostnameを入力し
てパスワードを入力します。

•シリアルポートへの直接接続を介して、自動的に表示されるプロンプトでクレデンシャル
を入力します。

ステップ 2 Timeoutコマンドを実行します。この場合、timeoutはデータベースレプリケーションのタイム
アウト (秒単位)です。 utils dbreplication setrepltimeout 値を 300 (5分)に設定します。

登録済みのデバイス数の確認

Real Time Monitoring Tool (RTMT)を使用して、デバイス数を表示し、アップグレードが完了し
た後にエンドポイントとリソースを確認します。

アップグレード後のタスク (手動プロセス)
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手順

ステップ 1 Unified RTMTインターフェイスから、音声/ビデオ（Voice/Video） >デバイスの概要（Device
Summary）を選択します。

ステップ 2 次の登録済みのデバイス数を記録する。

Count項目

Registered Phones

登録済みゲートウェイ

登録済みのメディアリソース（Registered Media Resources）

Registered Other Station Devices

ステップ 3 この情報を、アップグレード前に記録したデバイスの数と比較し、エラーがないことを確認し
ます。

割り当て済みのユーザを確認する

この手順を使用して、アップグレードの完了後にノードに割り当てられているユーザ数を確認

します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presenceの管理インターフェイスから、[システム（System）] > [クラ
スタトポロジ（Cluster Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 この情報を、アップグレード前に記録した割り当て済みユーザの数と比較し、エラーがないこ
とを確認します。

機能のテスト

アップグレードの完了後に、次の作業を実行してください。

•アップグレード後の COPを実行します。

システムが安定していることを確認するために、一連のテストを実行します。また、相違

点を特定するために、現在のバージョンとアップグレードする前に、さまざまなパラメー

タを比較します。このリストのすべての手順を完了したら、アップグレード後のCOPファ
イルを再度実行し、COPレポートを確認します。

•次のタイプのコールを発信して、電話機の機能を確認します。

アップグレード後のタスク (手動プロセス)
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• Voice mail

•局間

•携帯電話

•ローカル

•国内

•国際

•共有回線

•次の電話機能をテストします。

•会議

•割り込み

•転送

• C割り込み

•共有回線への着信

•応答不可（Do Not Disturb）

•プライバシー

•プレゼンス

• CTIコール制御

•ビジーランプフィールド

• IM and Presence Serviceの次の機能をテストします。

•使用可能、使用不可、ビジーなどの基本的なプレゼンス状態

•ファイルの送受信

•常設チャット、フェデレーションユーザ、メッセージアーカイブなどの高度な機能

RTMTのアップグレード

互換性を確実にするため、クラスタ内のすべてのサーバで Unified Communications Managerの
アップグレードを行ってから RTMTをアップグレードすることを推奨します。

ヒント

アップグレード後のタスク (手動プロセス)
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RTMTは、ユーザ設定とダウンロードされたモジュール jarファイルをクライアントマシンの
ローカルに保存します。システムは、ユーザが作成したプロファイルをデータベースに保存す

るため、ツールをアップグレードした後で、これらの項目に統合RTMTでアクセスできます。

始める前に

RTMTの新しいバージョンにアップグレードする前に、以前のバージョンをアンインストール
することを推奨します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager Administrationから、[アプリケーション（Application）] > [プ
ラグイン（Plugins）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

• Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行しているコンピュータにツールをイ
ンストールするには、[Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool - Windows]の [ダウンロー
ド（Download）]リンクをクリックします。

• Linuxオペレーティングシステムを実行しているコンピュータにツールをインストールす
るには、[Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool - Linux]の [ダウンロード（Download）]
リンクをクリックします。

ステップ 4 インストールファイルを適切な場所にダウンロードします。

ステップ 5 インストールファイルを見つけて実行します。
抽出プロセスが開始されます。

ステップ 6 RTMTの [welcome]ウィンドウで、[ Next]をクリックします。

ステップ 7 アップグレードのインストール場所を変更できないため、[次へ (Next)]をクリックします。
[セットアップステータス（SetupStatus）]ウィンドウが表示されます。[キャンセル（Cancel）]
をクリックしないでください。

ステップ 8 [ Maintenance Complete ]ウィンドウで、[ Finish]をクリックします。

TFTPサーバファイルの管理
TFTPサーバに、電話機で使用するファイルをアップロードできます。アップロード可能なファ
イルには、カスタム呼出音、コールバックトーン、および背景画像などがあります。このオプ

ションは、接続先の特定のサーバにのみファイルをアップロードするもので、クラスタ内の他

のノードはアップグレードされません。

デフォルトでは、ファイルは tftpディレクトリにアップロードされます。tftpディレクト
リのサブディレクトリにもファイルをアップロードできます。

アップグレード後のタスク (手動プロセス)
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クラスタ内に 2台の Cisco TFTPサーバが設定されている場合、両方のサーバで次の手順を実
行する必要があります。この手順を実行しても、ファイルがすべてのサーバに配信されるわけ

ではなく、クラスタ内の 2台の Cisco TFTPサーバにも配信されません。

TFTPサーバファイルをアップロードまたは削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Communications
Operating System Administration）]ウィンドウで、[ソフトウェアのアップグレード（Software
Upgrades）] > [TFTP] > [ファイルの管理（File Management）]を選択します。

[TFTPファイルの管理（TFTPFileManagement）]ウィンドウが表示され、現在アップロードさ
れているファイルの一覧が表示されます。[検索（Find）]を使用すると、ファイルの一覧をフィ
ルタリングできます。

ステップ 2 ファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。

a) [ファイルのアップロード]をクリックします。

[ファイルのアップロード（Upload File）]ダイアログボックスが表示されます。

b) ファイルをアップロードするには、[参照（Browse）]をクリックし、アップロードする
ファイルを選択します。

c) tftpディレクトリのサブディレクトリにファイルをアップロードするには、[ディレクト
リ（Directory）]フィールドにサブディレクトリを入力します。

d) アップロードを開始するには、[ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックしま
す。

ファイルのアップロードが成功すると、[ステータス（Status）]領域に表示されます。

e) ファイルをアップロードしたら、Cisco TFTPサービスを再起動します。

複数のファイルをアップロードする場合は、すべてのファイルをアップロード

した後に Cisco TFTPサービスを一度だけ再起動してください。
（注）

サービスの再起動については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照し
てください。

ステップ 3 ファイルを削除するには、次の手順を実行します。

a) 削除するファイルの横にあるチェックボックスをオンにします。

また、[すべてを選択（Select All）]をクリックするとすべてのファイルを選択でき、[すべ
てをクリア（Clear All）]をクリックするとすべての選択をクリアできます。

b) [選択項目の削除]をクリックします。
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tftpディレクトリ内の既存のファイルを修正する場合は、CLIコマンド file
list tftpを使用して TFTPディレクトリ内のファイルを表示し、file get tftpを使
用して TFTPディレクトリ内のファイルをコピーします。詳細については、
『CiscoUnified Communications Solutionsのコマンドラインインターフェースリ
ファレンスガイド』を参照してください。

（注）

カスタムログインメッセージのセットアップ

カスタマイズされたログインメッセージを含むテキストファイルをアップロードすると、そ

のメッセージを Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理、Cisco Unified
CM Administration、Cisco Unified Serviceability、ディザスタリカバリシステムの管理、Cisco
Prime License Manager、およびコマンドラインインターフェイスに表示することができます。

カスタマイズされたログインメッセージをアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Communications
Operating System Administration）]ウィンドウで、[ソフトウェアのアップグレード（Software
Upgrades）] > [ログインメッセージのカスタマイズ（Customized Logon Message）]を選択し
ます。

[Customized Logon Message]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 アップロードするテキストファイルを選択するには、[参照（Browse）]をクリックします。

ステップ 3 [ファイルのアップロード]をクリックします。

アップロードできるファイルは 10kB以内です。（注）

システムにカスタマイズされたログインメッセージが表示されます。

ステップ 4 デフォルトのログインメッセージに戻すには、[Delete（削除）]をクリックします。

カスタマイズされたログインメッセージが削除され、システムにデフォルトのログインメッ

セージが表示されます。

カスタムメッセージを Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの
管理、Cisco Unified CM Administration、Cisco Unified Serviceability、ディザスタリ
カバリシステムの管理、Cisco Prime License Manager、およびコマンドラインイン
ターフェイスのログイン画面に表示するには、[ユーザの確認応答が必要（Require
User Acknowledgment）]チェックボックスをオンにします。

（注）
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IPsecポリシーの設定
この手順は、リリース 10.5から PCD移行を実行している場合にのみ使用してください。PCD
の移行が完了したら、IPSecポリシーを再構成する必要があります。移行の前に、クラスタの
両方のノードで IPsecポリシーを無効にする必要があります。移行が成功したら、IPsecポリ
シーを有効にしてください。

• IPsecには双方向プロビジョニングが必要です（ホストまたはゲートウェイごとに 1ピ
ア）。

•一方の IPsecポリシープロトコルが「ANY」、もう一方の IPsecポリシープロトコルが
「UDP」または「TCP」に設定されている 2つの Unified Communications Managerノード
に IPsecポリシーをプロビジョニングする場合、「ANY」プロトコルを使用するノードで
の検証で検出漏れが発生する可能性があります。

• IPsecはシステムのパフォーマンスに影響します（特に暗号化した場合）。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedOSの管理から [セキュリティ（Security）]> [IPSecの設定（IPSec Configuration）]
の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [IPSECポリシーの設定（IPSEC Policy Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 （任意） IPsecを検証するには、[サービス（Services）] > [Ping]の順に選択し、[IPsecの検証
（Validate IPsec）]チェックボックスをオンにして、[Ping]をクリックします。

新しいマネージャアシスタント権限の割り当て

この手順は、以前のリリースが Cisco Unified Communications Manager Assistant機能を使用する
ように設定されていて、クラスタ間ピアユーザまたは CUMAロールのいずれかを使用するよ
うにアプリケーションユーザが割り当てられている場合にのみ実行します。クラスタ間ピア

ユーザとCUMAロールは、リリース 10.0 (1)以降では廃止され、アップグレードプロセス中に
削除されます。これらのユーザに新しいロールを割り当てる必要があります。

手順

ステップ 1 ロールとユーザを設定するには、のCiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーショ
ンガイド「 Manage users」の章を参照してください。
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ステップ 2 IM and Presence Service Serviceのユーザインターフェイス（[プレゼンス（Presence）] > [クラ
スタ間設定（Inter-Clustering）]）で定義されている AXLユーザに、Unified Communications
Managerアプリケーションユーザページで標準 AXL APIアクセスロールが関連付けられてい
ることを確認します。

IM and Presence Serviceのデータ移行の検証
Cisco Unified Presenceリリース8.xからIM and Presence Serviceサービスリリースにアップグレー
ドすると、ユーザプロファイルはにUnifiedCommunicationsManager移行されます。ユーザプロ
ファイル情報は Unified Communications Managerに新しいサービスプロファイルとして保存さ
れます。このとき、次の名前と説明の形式が使用されます。

名前：UCServiceProfile_Migration_x（xは、1以降の番号）

説明：移行済みサービスプロファイル番号 x

Cisco Unified Presence Release 8.xからアップグレード後に Cisco Jabberに正常にログインできる
ようにするには、ユーザプロファイルデータの移行が正しく行われたことを確認する必要が

あります。

作成されていてもユーザに割り当てられていないプロファイルは、Unified Communications
Managerに移行されません。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から [ユーザ管理（User Management）]> [ユーザ設定（User Settings）]>
[サービスプロファイル（Service Profile）]を選択します。

ステップ 2 すべてのサービスプロファイルをリストするには、[検索（Find）]を選択します。

ステップ 3 次の名前形式を持つ、移行済みサービスプロファイルがあることを確認します。
UCServiceProfile_Migration_x

ステップ 4 移行済みサービスプロファイルがない場合は、installdb logファイルでエラーがないか
確認します。

ステップ 5 データの移行に失敗すると、Unified Communications Managerでインポートエラーアラームが
発生し、Cisco Sync Agentから Cisco Unified CM IM and Presenceの管理 GUIに障害通知が送信
されます。

アラームの詳細を見るには、RTMT for Cisco Unified CommunicationsManagerにログ
インします。

ヒント
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次のタスク

サービスプロファイルを編集し、意味のある名前に変更できます。サービスプロファイルの

設定方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーション
ガイド』を参照してください。

アップグレード後の COPファイルを実行します。システムが安定していることを確認するた
めに、一連のテストを実行します。また、アップグレード前のさまざまなパラメータが現在の

バージョンと比較され、相違点が特定されます。

プレゼンス冗長グループに対するハイアベイラビリティの有効化

この手順は IM and Presence Serviceノードにのみ適用されます。アップグレードプロセスを開
始する前に、プレゼンス冗長グループでハイアベイラビリティを無効にした場合は、次の手順

を使用してこれを有効にします。

始める前に

サービスが再起動してから30分以内の場合は、ハイアベイラビリティを有効にする前に Cisco
Jabberセッションが再作成されたことを確認します。十分な時間を確保しない場合、セッショ
ンが作成されていない Jabberクライアントでプレゼンスは機能しません。

Jabberセッションの数を取得するには、すべてのクラスタノードで show perf query counter

"Cisco Presence Engine" ActiveJsmSessions CLIコマンドを実行します。アクティブセッショ
ンの数は、アップグレード前にハイアベイラビリティを無効にした際に記録したユーザ数と一

致するはずです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationのユーザインターフェイスから、[システム（System）] > [プ
レゼンス冗長グループ（Presence Redundancy Groups）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、プレゼンス冗長グループを選択します。
プレゼンス冗長グループの設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ハイアベイラビリティの有効化のチェックボックスをチェックします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 この手順を、各プレゼンス冗長グループで繰り返します。

IM and Presence Sync Agentの再起動
アップグレードプロセスの開始前に IM and Presence Service Sync Agentサービスを停止した場
合は、ここでサービスを再起動します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスから、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから IM and Presence Serviceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [IM and Presence Services]セクションで [Cisco Sync Agent]を選択し、[再起動（Restart）]を
クリックします。

例

Cisco Intercluster SyncAgentが最初の同期を完了したら、新しい tomcat証明書をにUnified
CommunicationsManager手動でロードします。これにより、同期に障害が発生しないよ
うにします。

（注）

アップグレード後のCOPを実行します。システムが安定していることを確認するため
に、一連のテストを実行します。また、相違点を特定するために、現在のバージョン

とアップグレードする前に、さまざまなパラメータを比較します。

（注）

CERサービスの再起動

手順

アップグレードプロセスを開始Cisco Emergency Responderする前にサービスを停止した場合は、ここで再起動し
てください。

ステップ 1 Cisco Emergency Responder Serviceabilityインターフェイスから、[ツール（Tools）] > [コント
ロールセンター（Control Center）]を選択します。

ステップ 2 [ Cisco緊急応答側]を選択し、[再起動]をクリックします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


